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有無 あ るいは存在 比 率 を算 定 した . さ らに
long･range-PCR法などの他の方法を駆使することにより
これらの遺伝子の配列順序を決定した.これらによって
片方の迫伝子を欠航している色石や赤と緑視物質遺伝
子の敵合した迫伝子をもつ色弱の可能性のある個体を
分別することできる.この方法を用いて62頭の♂チン
パンジーのDNAを調べることにより1頭が色弱の遺伝
子型をもつ個体であることを発見した.この個体は赤/
緑キメラ迫伝子ひとつと正常の緑迫伝子をもっていて,
長波長域の光に対する感受性が低く,赤,緑波長域の弁
別する能力が低いと考えられた.今年度は三上らによっ
てこのチンパンジーが網膜電位図あるいは改良型石原
式色覚検査によって,電気生理学的,行動学的に色弱で
あることを証明することができた.
3-5色覚異常チンパンジーの行動分析
哲藤慈子(東京大 ･院 ･総合文化研究科)
色盲 ･色弱は,日本人男性では約5%の割合で存在
する.一方,旧世界霊長類では稀であり,報告があるの
はカニクイザル 3頭と (Onishiら,1999),チンパンジ
ー1頭 (寺尾ら,未発表 ;三上ら,2002)のみである.
色常異常の研究は色覚の処理機構解明の有力な手法で
あるが,遺伝子型判定の結果が実際の個体の行動レベル
まで反映されているか否かを調べる必要がある.本研究
では,遺伝子解析の結果と行動レベルの表現型が一致す
るか否かを検証するため,迫伝子郎折とERGにより色
覚異常と判定された三和科学研究所熊本霊長頬パーク
のチンパンジー1･個体 (ラッキー)と,正常色覚と判定
された4個体を対象に,WGTAによる弁別テストをおこ
なった.刺激には,石原色覚テスト男を摸して作成した
図形を用いた.その結果,ラッキーは正常個体が弁別で
きた刺激を弁別できなかった.このことから,チンパン
ジーの色弱個体の存在を行動レベルで初めて確認する
ことができた.
4-1ニホンザルの子どもの社会関係の発達に影響を及
ぼす社会的要因の研究
柏t剛専(京都大･韮長研･社会構造)
嵐山E群の新生児 10個体を対象とし,子どもの社
会関係の発達に影響を及ぼす社会的要因について検討
した.新生児を個体追跡法によって観察し,新生児にか
かわる全ての社会交渉を記録した.とくに,生後3ケ月
齢頃に頻繁に見られた母親以外の個体からの子守り行
動について分析を行った.その結果,オスはほとんどこ
の時期の赤ん坊とかかわることはなく,子守り行動のほ
とんどがメスによって行われることが明らかになった.
また,子守り行動を受ける頻度には,赤ん坊の性別や母
親の順位による明確な差はみとめられなかった.ただし,
グルーミングに関しては,母親の順位が高いほど,その
赤ん坊は母親以外の個体からグルーミングされる頻度
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